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第2回北海道福祉のまちづくりセミナー
佐藤克之北海道女子短期大学
抄録
高齢者や障害者の日常生活における不便の軽減を狙いとする「北海道の福祉まちづくり」を
考えるセミナーが，多数の市民が参集して行われたので報告する。
キーワード：福祉のまちづくり，パス輸送環境整備，高齢者の自立
北海道女子短期大学の佐藤です。
さて今日は，お二人をお迎えをしておりますが，まず
最初は私のとなりからメインストリームの協会の玉木さ
んです。玉木さんは日本福祉大学を出られておりまして，
精神薄弱者授産施設でも働かれていらっしゃっておりま
す。佐藤さんが急きょ病気になられ入院されたというこ
とで代わりに，震災神戸の復興における福祉のまちづく
りということで，障害者の立場から 2時45分くらいから
お話しをしていただきます。御自身何か3時間ほど家の
中で埋もれていて，そこから脱出したとそういう経験談
も含めてお話を聞かせていただけるのではないかと思っ
ております。
それからそのお隣の横山邦紘さん。今回は古平で，本
当に大変な事故が起こりました。今日は来ていただける
かどうかわからなかったんですけれども，せっかくいろ
いろと資料も整えていただいておりまして，約30分ほど
ですけれども，お話をしていただきます。
それでは早速ですけれども，北海道中央パス株式会社で
営業課長をされております横山邦紘さんに，高齢者 ・障
害者にやさしいパスの整備についてということでお話を
お願いいたします。
「高齢者，障害者にやさしいパスの整備について」
北海道中央パス株式会社営業課長横山邦紘氏
の豊浜トンネル崩落災害事故に携わってまいりました。
レジュメでこういう話をするのは，本当はおかしいので
しょうが，今，私はどうしてもこれをお話ししておかな
ければならないと思うので，本当にこの時間の中で割愛
させていただくのは本当に失礼なことかもしれません。
ただし本当に皆様から励ましの電話， 「中央パス，お前
悪くないんだ。頑張れよ」という電話もたくさんいただ
きました。お見舞いもいただきました。本当に寝ないで
の仕事でした。本当に感謝に堪えません。ありがとうご
ざいました。
それで実は当社のこの対策本部が出来たのは非常に早
い状態で出来ました。利用者の皆さんに1月9日の雪害
の時には大変御迷惑をかけました。これはやはり皆様へ
のお知らせが遅れたということ，連絡体制が社内的にも
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皆さん，こんにちは。私，中央パスの営業課長でござ
いまして，路線に関わる免許，それから苦情，一般に渡
るまですべてを受け持つているというようなところでご
ざいます。それで実はこのお話を承った時に，私は是非
とも当社の姿勢を聞いていただきたいし，私の方といた
しましでもいわゆる利用者皆様の声を聞きたいと。直接
の声を聞きたい。そういう機会を持っていただけるとい
うことにまず持って感謝しております。
このセミナーで何をお話ししょうか，よく勉強しよう
と思っておりましたが，私にとって2月10日という日は，
本当に忘れることのできない日になりました。私は現場
と小樽本社でございますけれど， 1週間不眠不休で今回
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ものを作り上げようとしている最中でございました。そ
れでこれらの災害・事故等が起きた時には責任あるもの
が対策本部長になって対策にあたろうということで1月
9日の雪害については無駄にならなかったという事でご
ざいますが，まず一番先の社長の言葉は，「利用者第一，
社員は，みんな出てこい」でした。事務系のものは，み
んな出てまいりました。 1時間以内で集まりました。そ
れで対策本部をつくりまして，利用されている御家族の
方に2名ずつを配置しました。今回の災害事故に関しま
しては，現地に出向いているものだけで，延べ700名を
出しました。それでお食事のお世話，飲み物，果物とこ
ういうもの全部させていただきました。本当にささいな
ことかもわかりませんが，豊浜の改善センターに開発さ
んが本部を設けましたが，手前どもといたしましては，
トイレットペーパーの果てまで全部用意させていただき
まして，不便のかからないようにということでございま
した。それで、当日の晩，当社の社長が出向きまして，情
報が入らないという御家族からそういうお話がございま
したので，電話機を 5台設置いたしました。これはNT 
Tの方がもう休みでございましたので，警察の方へ頼ん
で5台設置したのです。それからパスにテレビを 3台設
けました。
そういうことで，途中報道関係では，いわゆる国と言
いますか，道路管理者である開発の方には非常に体制が
悪いとかいろいろございました。私どもの方には本当に
前段申し上げたとおり「頑張れよ」と励ましの言葉をい
ただいた。本当にやったことに対しては報われたんだな
と，本当に本音でございますが，そういう気持ちがござ
います。これからは，利用者の方へのいわゆるお見舞い
という形でやはりきちんとした対応をしたいというふう
に思っております。それで一番，思ったことなんですが電
話をいただいた中で，建築の方だということなんですけ
れども，岩盤を 1回で、崩せなかったことに対してのお怒
りの言葉が非常に多かったです。船から艦砲射撃をした
らどうだろうか。大きな太いロープをもってきまして海
から引っ張ったらどうだとか，それからヘリコプターで
51っ張ってみてはどうだとか，いろいろそういうのもご
ざいました。やっていることが大変手ぬるいと。「中央
パス，もっとガンガン開発に言わないとダメだ 1」とか，
そういうようなお話もございました。
それで実際にその作業にあたって一番気になったの
は，やはり報道のあり方でございます。確かに様々な面
で報道・情報というものはたくさん公開していかなねば
ならないと思います。それでは現地の方でそういうよう
な報道ということやっていたのだろうか。私が一番目の
前にして感じたのは，御遺体という形で発見された時に
その泣いているすぐ側へ行って集音マイク等を使ってと
る。そして「今の気持ちは？」とかインタビューをとる。
それから古平の方へ御遺体をもっていって古平の海洋セ
ンターがあったんですけれど，そちらに報道関係は中に
入れなかったわけです。 1人は何をしたかと言いますと，
長い集音マイクを戸を聞けて中にそのマイクを入れよう
としていました。もう 1人の方は遺族だと言って中に
入ってきた。それで「あなた，どなた？」ということで
何か中でゴチャゴチヤとやったら急に走って出ていった
という，そう言うことがありました。私はその報道のあ
り方というものについては，ささやかな疑問をやはりそ
こにもったというのが今回の感想でございます。大変長
くなりましたがね本当に亡くなられた方の御冥福，御家
族の方への弔慰をこの場で示めさせていただきたいと思
います。それから皆様から本当に励ましの言葉，激励を
いただいて本当に感謝を申し上げます。ありがとうござ
いました。
それでは本題に入らせていただきます。
高齢者・障害者にやさしいパスの整備についてでござ
います。まず当社の概要をお話し申し上げたいと思いま
す。当社は社員数約2,400名，うち乗務員，運転手が1,700
名でございます。車両数に関しましては約1,200両。と
いうのは夏の状態・冬の状態で新車納入だとかで若干変
わるということで，平均して1,200両とこういうことで
ございます。免許キロに関しましては3.373キロ，これ
はあまり関係のないことかもわかりませんが，大体道東
へ行って帰ってくると1,000キロというくらい北海道ぐ
るっと回るぐらいにそれほどの路線をもっていると。毎
日，約1.200両の車でもって運行しているとこういうこ
とでございます。 それでパス事業の現況ということで
ございますが，やはり公共輸送機関としてパスというの
は，非常に元気な時代がございました。輸送人員でこれ
は全国の数字でございますが，輸送人員といたしまして
は101億人をこえた年がございます。それは昭和43年で
ございます。昭和40年代というのは非常にパスが本当に
活躍した時代でございました。輸送シェアの最大が昭和
35年，この当時はいろいろな輸送手段，空・飛行機，陸・
我々パスだとか，今は自家用車や船がございますが，路
線パスだけで輸送手段としては昭和35年の時には33.5%
のシュアがあったわけです。それが現在は20%を切ろう
としております。それほどパス離れの状態が続いていま
す。言ってみれば，経営的にも非常に厳しい状況にある
ということが，こういう利用人員だとかということから
言えるんではなかろうかと思います。
先程お話ししました43年度では101億4,000万人。これ
が平成4年度では， 63億5,800万人でございます。だか
らかなりの輸送人員が落ちていると，落ちているという
か利用者が少なくなっているというのが，パスの現況で
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ございます。何故パスが負けたか，利用者が少なくなっ
たか。 1つには我々事業者としても反省しなければなら
ない点が大いにあると思います。やはり人というのはよ
り便利なもの，より身近なもの，一度そういうものを利
用したらそれからなかなか元には戻れない。これがいわ
ゆる人間そのものの本質だと思います。そういう中で認
可事業ということで確かにあぐらをかいてきたところが
あると思うので，我々事業者としても反省はしておりま
す。ただその中で，それでは輸送環境が変わっていった
のではないかということも，ひとつございます。それは
道路整備等にもよっても変わってきております。それか
らマイカーの普及。これは 1つの時代の流れだと思いま
すが，私どもも馬車からパスヘ，いわゆるガソリンを使つ
てのパスというものになってきたわけでございますけれ
ども，やがてパスも次の輸送手段に変わって行くのでは
なかろうか。ちょうど今そういうような時の過渡期でな
かろうかなとそういう感じさえしております。
それで、本日のメインテーマでございます「高齢者・障
害者にやさしいパスとは」ということで今，私どものパ
スの取り組みの中で一番力を入れているというのは低床
式，いわゆる床の低いパスでございます。これに当社は
力を入れております。ただ力を入れているというふうに
今話しましたが，やはりこれは道路環境と合わせた形の
中でいかなければ，一方的には進めていけないというの
が現状でございます。実は去年，手前どもは超低床式と
いう車を北海道中央パスの北中型というのを考案いたし
て作りました。というのは単に床だけが低いということ
だけではなく，パスの上下にエアーを使って上げたり下
ろしたりしているわけでございますけれども，このエ
アーの出したり入れたりすることを利用して割と瞬時に
何秒かの聞に床を低くする。そして走る時はまた床を高
くするシステムを，ボディーメーカーさんと両方で開発
いたしまして，現在2台が試験運行しております。低床
式，いわゆる床の低いパスというのは，地上根という地
上からの高さというのでもって低い・高いということを
いっているわけですが，標準は955ミリメートル， 95セ
ンチでございます。これは標準でございます。それで一
般に言われている低床というのは， 820ミリメートル。
超低床と言われて今回作ったのが580ミリメートルでご
ざいます。これが道路から床の高さということでござい
まして，それにつくまでにステップというものがござい
ます。入ったら一回足を掛けるところでございます。そ
れの高さが標準で370ミリメートル，低床というふうに
いわれているものが320ミリメートル，去年作った超低
床については300ミリメートルでございます。それで歩
道の高さというのが大体200ミリメートルです。 20セン
チというのが歩道の高さですから，去年作りました超低
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床というのは大体歩道から10センチの高さにある。そう
いうふうに見ていただければおわかりいただけるかと思
います。
これらの低床式の車両につきましては，全道では約600
両入っております。全道で600両でございます。当社で
は212両入っております。ですから全道にある車の中の
低床式のといわれている車の中の 1/3は当社の方で
入っているという状況でございます。それからリフトイす
き，いわゆるケアイすきパスというリフトパスでございま
すが，これは当社では貸し切りで2両入れてございます。
北海道には3両あるということでございますが，実質的
にいわゆるお客様に使っていただけるというのは当社の
2両だけで他にある 1両というのは完全にチャーターさ
れている車だというふうに伺っています。それで今注目
されていると言いますか，実際にこういう車が欲しいん
だと言われているのはいわゆる路線パス。貸し切りでは
なく路線パスの車が欲しいと言われておりまして，これ
はちょっと資料的には古いんで、すが，全国では99両入っ
ております。そのうち公営で91両，民営で8両でござい
ます。全国の数字がこういう状態でございます。という
のは99両といったら，全国で言えば，まだ本当にごく一
部でございますし，ほとんどか公営であり，しかも東京・
大阪，大都市に大体これが集中しております。確かにこ
れは何故かと思うのは当然だと思います。私どもも何と
かこれらをいれたい。ただ本音の部分で言えば，まず1
点目は費用の問題です。 2点目は道路環境の問題です。
3点目は所要時間の問題でございます。この3つが大き
く関わっています。やはり通常のパス，大体2,000万円
くらいで買えるパスを，低床にしたり，それからリフト
式にすると大体5割増しぐらいになるというのが，大体
今の状況でございます。私ども民営といたしましては，
はっきり言って現在のパス事業というのは，決して良い
状況ではありません。そういう面もあって，本音はやは
りこれらの使用というものは大変な負担であると。それ
だけの利用者，お客様が増えていただけるのなら，その
中でコストを見ていけるわけですけれども，利用者が
段々減ってるような現在の状況の中では，何度も言いま
すが，本音の部分では大変難しい問題であると。これが
実情でございます。
それからこれらの車を実際に入れて走らせるというこ
とであっても，北海道のこの道路環境では非常に難しい
問題が多数ございます。それで私どもがこの低床式を入
れたのは平成4年でございますけれども，その時にはい
ろいろございました。まず走っていて，走れないところ
がかなりありました。特に小樽あたりは坂の多い町でご
ざいます。まがり角へ行ってはぶつけて帰ってきたとい
うような状況で，かなり改良に改良を重ねて段々パスを
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でも大体貸し切りの方でデータを取ってございます
が，お申し込みがどうもやはり集中してしまうというよ
うなところがこれらの車には傾向があるのかなと。それ
と貸し切りの場合のチェアーリフトというのはやはり乗
り降りには，相当時聞がかかっているという実態でござ
います。普通貸し切りパスの場合は出発の5分から10分
前というのが形でごさ、いますけれども， 一番かかった事
例でいきますとやはり 1時間くらいかかっているのがご
ざいます。乗るだけでです。結局きちんと固定させてリ
フトに乗せてグーッと上げていって中にまた収めるとい
う形を取っているわけでございますけれども，やはり平
均で30分く らいはかかります。それで、大変旅行行程その
ものに難しさといいますか，かなり余裕を持った旅行の
行程を作らなければならないということでございます。
この貸し切り車をいれるには道外，滋賀県の方でござ
いますですけれども，新聞に出て御存知の方もいらっし
ゃるかのではないかと思いますが，下見にこちらにい
らっしゃって，本当に切実に，当社にお話がございまし
た。それでやはり北海道でこういうのをやっていただけ
るのは，パス会社を回って歩いたんですが，中央パスさ
んしかいませんと涙ながらに言われた時には，もうはっ
きり言って，手前どもも本当に端的に言って参ったなと
思いましたけれども，やはりこれはどこかが先鞭をきっ
てやらなければならないだろうと，それで当時の社長，
今の社長は当時副社長でございましたけれども，相談し
増やしてきたというような状況でございます。北中式と
いわれる超低床をエアーを使って上げ下げするというこ
とが，これらの方法の中で，今の状態では一番ベストな
方法ではと思っております。ただそういたしますと，
点目の問題での所要時間というものがかかつてくるわけ
です。やはりエアーを送り込む，エアーを抜くというこ
とで何秒間かはかかってしまう。それで、ある程度元の状
態になっていないと走ることができない。運転操作に支
障を起こすと，基本は安全第一だというところからその
辺のところはきているわけでございます。そういうとこ
ろで所要時間はかかる。これが路線パスの状況でござい
ます。それから貸し切りパスの状態から言いますと，可
動率ははっきり言って低いです。普通手前どものシ｝ズ
ン中の貸し切りというのは90%台を常に確保しておりま
す。オフになるとこれが60%くらいに落ちるわけです。
年間的には大体70%くらいから80%くらいの間というの
が貸し切り車の可動，いわゆる貸し切りとして動いてい
る日が，大体70%あるということです。 30%くらいが体
みになっているというな状況です。これを可動といいま
す。それらに伴ってこのリフト付きの車というのは可動
率が50%ございません。確かにお話もございますが，た
またまやはり行かれるといいますか，御利用される日と
いうのがたまたまそういう時にダブるということもござ
います。ただやはり平均にして可動が低い。これははっ
きり言って，手前どものPR不足なのかもしれません。
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ました。即座に返事をいただきました。手前どもは本当
に手前味噌な言い方になるかもしれませんが，中央パス
はやはり業界のトップリ｝ダーだと。北海道にこういう
旅行をしたいという話がきているのに，北海道のパス会
社は何処もやるところがない。これで観光北海道と言え
るのだろうか。それで、当社は，貸し切りのリフトパス，
2両を即購入することになったと，これが経緯でござい
ます。それから今後の方針ということで，先程の輸送関
係の整備と問題点というのは所々道路 ・雪の問題， こう
いう問題がありますよと言いましたが，やはり今後の方
針という中では，官民一体となった施策をしていかない
とこれは一企業だけがやっていける問題ではない。これ
だけははっきりしていると思います。みんなが同じ認識
と言いますか，気持ちと言いますか，たまたまボランテイ
アをやっているような人だけが，そこに気付いた人だけ
が，例えばパスに乗る時に手を差し延べたというのでは，
私は駄目だと思います。誰もがやはりそういう気持ちに
なっていかなければ，路線パスのいわゆるリフト式を投
入しでも，逆に無意味なものになってしまうのではない （横山さん）
か，そんな感じがいたします。 大変参考になりました。それで実際に時間帯というの
最後に言いたかったのは，やはりみんなが同じ気持ち， は何時ぐらいでございますか。何か，大変細かいことで。
私どもパス会社ですから，ただ、パスだけ導入すれば良い
んだということでは駄目だと，ということです。
よく言われる「仏つく って魂入れず」という言葉もご
ざいますが，とかく行政思案するわけじゃないですけれ
ども，形あるものだけを作れば良いんだというところで
終わってしまっているんではないかと思います。声が上
がっても物だけ作れば良いんだ，それではどういう利用
までしてくれるんだ，そしてみんながどういう協力をし
あうのだ。どうもそこまでいっていないと思います。私
はーパス会社の人間であるかもしれませんけれども，や
はりそういうところまでを提唱していきたいなと思って
おります。本当に肝心なところが短くて申し訳ございま
せんでした。
（司会）
どうもありがとうございます。何かご質問ありません
か。
（秋野さん）
小樽保健所の秋野と申します。
まずlつは，お年寄りの方が病院へ受診する時に，パ
スの階段が登れないのでタクシーを利用しているという
現実があります。病院に行くのが便利になるというたっ
たそれだけの区間は決まってますよね。皆さんが集まれ
る便利な停留所からメインの病院までを行き来するたっ
た2つの停留所の問題でかなりの方が助かる。
それから，朝の通勤ラッシュの時にはそういう方々は
使わないわけですから，その時間帯はゆっくり時間を
とって走るという細かい対策を作れば，大変なところで
お金を掛けずに何かできないかということがあると思い
ますが，車いすが乗れるような車であれば一般の方は
もっと楽です。特にお年寄りの方は。ですから車いすや，
お年寄りの方のための車でなければならない。そのため
にはこれだけお金がかかるということではなくて，もう
ちょっと住民の一般の声を参考にして個別に細かく対応
するということができないかなと思うんですが，例えば
ちょっと乱暴なんですけれども，バス停の高さを高くし
まして，そこからパスの床まで丈夫な鉄板か何かをポン
と渡せば，今走っている通常パスでも乗れる。降りる時
にも同じことをやれば， 2箇所でのパスの乗り降りはで
きるわけです。お金が来るまで動けないじゃなくて，住
民のニーズを聞いた上で対応していただけるとありがた
いんですね。
（秋野さん）
逆に中央パスの時間帯が決まればそれに受診する方は
合わせると思います。本当に冬，タクシー代でものすご
くお金が取られまして，それで病院にも行けなくなる。
だから重くなるまでなかなか病院にいけないという現状
があるんです。パスが使えればもっとこまめに動けると
いうことで逆の面もあるかもしれません。
（横山さん）
それではある程度時開設定等をしてやる方法があるん
ではなかろうかということでございますね。手前どもも，
本当に参考になってこういう考え方を取り入れていきた
いなと本当に思うのでございますけれども，今入ってい
る情報では，逆に病院に予約しに行かれるのに結局働い
ていないからというとおかしいですけれども，いわゆる
0 Bの方が家族の方に頼まれて予約をとるのに意外と早
い時間に出ていると言うのです。ラッシュ時間帯にも
入っているというようなそういうような話もございまし
て，逆にこの時間帯はいわゆる専用的な方法をとり，さっ
きバス停に高い床と言うんですか，そういうのをおいた
らどうだろうという話がありましたけれども，これは今
までにちょっと当社の方にでも出なかった話でございま
して，本当に貴重な章一と言いますか，いいアイデイアを
聞かさせていただいたと，思っております。ありがとうご
ざいます。
っ
?
? ?
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（司会）
時聞が来ましたので終わりたいと思いますが，退席さ
れる前に横山さんにもう一度拍手をお願いをいたしま
す。どうもありがとうございました。
今のお話，私もすごく感銘を受けているんですけれど
も，これまでの施策等がどうも官民一体になっていない
点と，それから中央パスさんが一生懸命されているのが
よくわかります。
実際につくって利用されないというのがまだありま
す。私の専門的なところで言いますと，例えば公共的な
建物の中に車いすトイレ，こういった車いすトイレはど
うも建物の隅にありまして，そこはいつの聞にか使われ
ないものになり，物置代わりにされていたり，中学生・
高校生がそこでタバコを吸うので鍵を掛けたとか，本来
の使い方がされていないという現状が見られます。
やはりみんなで何か同じような気持ちで，ものづくり
をしていくというのが大事なのでしょう。今，小樽保健
所の秋野さんが言われましたように，本当に車いすの方
のために配慮をしていくとみんなが使いやすい。確かに
そうなんです。例えば郊外型のいろいろなレストランも
ありますし，またスーパーマーケット，そういったとこ
ろも段差があるわけです。段差がないと車いすの方も使
えますし，またベビーカーを押していく，そういった方々
も使えます。それから駐車場にカートを押していく，荷
物の出し入れです。こういったものも使えるわけです。
ですからみんなが使いやすい方法とは何か，考え方とし
てあるんだなと思っています。前回来られた神戸の先生
が言っておりましたけれども，実際にそういう住宅もあ
るんだと。今までは障害にあわせて，いろいろなものを
作ってきたけれども，これからはちょっと違うんだと。
そういうのをユニバーサルというのだということを言っ
ておりました。
実は私自身もユニバーサルの考え方を今論文にまとめ
ている最中ですが，誰もが使えるという考え方というの
はある訳です。
それは何も建物ばかりではなくて，こういったパスも
そうですし，それからシャンプーにボツボツをつけたり
して，リンスとの違いを出したりする。そして，みんな
が使えるようにするわけです。そういったものがユニ
バーサルデザインなんです。これからは，みんなが上手
に使えるデザイン，そういう考え方が，いろんな商品に
応用されてくるのではないかなと思っています。
では，つぎに玉木さんからお話いただきます。
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「震災復興における福祉のまちづくり～被災障害者の立場から」
メインストリーム協会副代表玉木幸則氏
（玉木さん）
皆さんこんにちは。よろしくお願いします。
余談ですが，冬に来る北海道は初めてでして，地下鉄
で来たんですけれども，地下鉄の駅がこの場所までに来
る時に，みんな結構スピードを出して，早く歩いている
んですけれども，僕は滑ったら恐いなとか思って，それ
に幅も狭いので，それこそ車ではないけどすれ違いの時，
止まって待ってた状況で北海道の，障害を持った人たち
とどうやって生活しているのかなと素朴な疑問を持っ
て，今日ここまでやってきたわけです。
まず地震の話に入ります前に，メインストリーム協会
の概要をちょっとだけ説明をさせてもらいます。詳しい
ことは手元の資料にパンフレットとか，通信とか入って
いますので，家に帰ってからゆっくり見て下さい。なぜ
なら，メインストリーム協会のことだけを説明しようと
思ったら， 1時間軽くかかってしまいます。メインスト
リーム協会は自立生活センターと一般的に言われていま
す。元々はアメリカの自立生活運動が始めたもので，現
在全米には400箇所ほどあって，これはもう公的に認め
られている障害者のサービス機関です。
日本でも大体10年ほど前に東京を中心に広まっていき
まして，現在では全国に約50数カ所あります。それでは
どういうことをやっているかという事を簡単に申します
に地域で自立生活を行う重度の障害者の方の支援活動
をやっています。具体的には例えば介助が必要であると。
言語ホームヘルプ制度とかありますけれども，そういう
のはもう微々たるものであって，本当に週に2固とか決
まった時間にしか来ない中で，本当に介助が必要な人に
とっては使いものにならないものであると。その中でや
はり必要な時に必要なだけの介助を受けるのが望ましい
ではないかということで，私たちは介助者の紹介をやっ
ています。その他にいろんな相談活動や，障害者に会員
を集う活動啓発を行ったり，後は運動的な役割とか，例
えばまちづくりの問題ではないで、すけれども，まちの駅
にエレベーターを付けて下さいとか，行政の制度を整え
て下さいとかという働きかけをやっています。
僕のところのセンターが柱として，メモにもあります
けれども 3つあります。 1つは障害者自身が中心となっ
て動きをしていくこと。 2つ目にこれまで，よく障害者
団体というと，イメージとしては運動的な役割しかな
かったんです。あれをつけて，これをして，何とかして。
その時点で終わったやろと。確かに運動もしていかなけ
ればいけないけれども，これからは自らサービスを提供
しなきゃいけないだろうということでサービスの提供
と。それから最後にこれは非常に大事ことだと思います
が，よく仕事というと， 9時～5時で一般の人と同じよ
うに働くことが望ましいんじゃないかなと，よく言われ
るんですけれども，それはどうかなと思うんです。とい
うのも障害の程度がありますし，その人ができる仕事も
限られていますから，その人ができる限りで働ければ良
いんじゃないかと。そしてその人が必要な環境を整えて
仕事もやってもらうと言うことで，いわゆるモデル的な
会社，障害者のモデル的な職場としてやっていこうじゃ
ないかということで，現在始めてから 7年目を迎えてお
ります。
これが一応メインストリーム協会の概要なんですけれ
ども，それでは本題に入っていこうと思います。もう 1
年以上経つんですけれども，地震以降もよくこういう場
所でお話しさせてもらっているんです。いつも一番最初
に話すことは嘘とか言われるんですが，というのはマス
コミでも報道されていたので映像を見てもすごい潰れ方
をして，それこそ怪獣映画とかに出てくるような街中で
インタビューとか聞いていても，皆すごい揺れで何が
あったのかわからなかったんですとか，よく言われます
が，実は僕の場合あの大きな揺れといわれている揺れを
全然感じなかったのです。僕の友だちに言っても 「お前
どこかおかしいんじゃないか」と言われるくらい不思議
なことのようです。でもよくよく考えたら，それほど一
瞬の出来事だったのかなと自分に言い聞かせておりま
す。と言いうのも重みで目が聞いたんです。重たいと思っ
てそれでパッと覚めて 1分くらいはもう頭ん中真っ白な
んです。重たいなどうしたのかなと起き上がろうとした
んです，一応は。でも，びくともしないんです。よく考
えてみたら上にずっしりと 2階の天井がのっていたんで
す。それで何があったのかなとか思って，建築の方も今
日おられるのでおわかりだと思うんですけれども，関西
地方には俗に言う文化住宅という木造の土墜を塗ってい
る建物なんです。一昨年うちの押入の床が抜けまして，
大家さんが来て「ああ，腐っているな」とか言って，そ
れで僕も直しているところを見せてもらったんですけれ
と柱が半分腐っているんです。
それで大家さんが直してくれましたが，「取りあえず
??? ?
第2回北海道福祉のまちづくりセミナー
これに油を塗っていたら腐りはゆっくりなるから大丈夫
だ、」と言って，そのまま放っておいたので，てっきり僕
は自分の家が冗談抜きで古くなって潰れたんだと，寿命
が来たんだと思っていたんです。それでどっちにしても
ちょっと重たかったし，このままでは厄介と思い，それ
で幸いにして， 2階の人が「どうしよう，どうしよう」
と言うことを言っていたから， 2階の声が聞こえるとい
うことは僕の声も聞こえるだろうと，僕は「助けて下さ
い」と，30分くらい叫んでいたんです。すぐ聞こえたのに，
2階の人は聞こえないのかなと思い，と守っちにしても恐
いから，取りあえず必死に自分の居場所を知ってもらお
うということで叫んだんです。でもなかなかわかっても
らえなくて，当然今お聞きのように，言語障害もあって，
なかなか続けて大きな声を出し続けるということが難し
かったもので，「助けて下さい」が段々小さくなってい
くのです。でもそこで人間死んだらいけないと，思ったら，
やっぱり頑張ろうという気になってまた「助けて下さ
い」って言うのを続けていました。そして30分ぐらいし
てから，近所の人が来てくれて「わかった。助けてあげ
るから待っててよ」と言われてからさらに40分くらいか
かりました。明るくなってくるうちに，段々自分のまわ
りの状況がわかってくるんです。明かりが入ってきて，
天井が落ちた横に寝てたのに気付いたんです。一応，胸
とかの空間はうまく作っていた。
取りあえず痛みもなかったし，大体重みの方で足の方
が痔れてきて，ふと見たら柱みたいなものが目の前にど
んと落ちていた。そして厄介だなとか思い，ふと見たら
足元に釘が出ていたり，後で見たから良かったと思う。
よく考えてみたら，ちょっとずれてたら刺さっていたか
な，当たっていたかな，本当そのくらいに思いました。
ちょっとしたことで助かるか死ぬかだ、ったと思います。
一応，僕も一昨年前，結婚していまして，嫁さんが居ま
すけれども，その時にたまたま，うちの嫁さんが泊まり
にいっているというか，老人ホームに勤めていまして，
夜勤だ、ったので1人で寝ていたんです。これが2人で寝
ていたらもう絶対どっちか死んで、たかなとか，いろいろ
考えたりしました。それで埋まっていた時に考えたのは
一応今生きているけど，潰れたということは火が出るか
もしれないというパッと思いました。ここで火事になっ
たらちょっと熱いし，苦しんで死ぬならそれだけは
ちょっと助けて欲しいなということで， 1時間半くらい
経った後には外に出たんですけれど，助かった理由をい
ろいろ自分なりに分析してみますと，一番は運が良かっ
た，これが一番の理由でしょうね。それから 2番目にベッ
ドに寝ていたんです。だからベッドの普通枕元に板が出
ていまして，だから板の上がワンクッションになってい
たということと，それからベッドのクッションへ力を吸
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収していたということ。それから僕は外傷は全然なかっ
たのでなんでかなと考えてみると冬であったから，毛布
1枚に掛け布団2枚かけてた。これが保護的な役割をし
ていたということです。だからよく「埋まってて寒かっ
たでしょう」と言われるんですけれど，こっちは布団2
枚きてて， 2階も被さってこれは暑くてそれで僕すぐ汗
をかくんで，喋ってても今日もすごく汗でてくるんです
けど，出してもらった時には涼しいと感じたあとで，汗
とかでパジャマがベタベタだ、ったので、寒かったという思
い出があります。
今回潰れた家というのは片っ端から安い家賃のところ
だけです。私が住んでいる西宮で僕の間取りで言うと，
一般的に 2Kといわれる作りの家なんですけれども，そ
の家だとひと月大体6万以上はします。高いところだ、っ
たら 8万とか。そんななかでうちは4万円という非常に
お手頃なところだ、ったんです。それで話は飛びますが，
よく障害者が自立生活をする時に家を探さなければいけ
ない。それで、何せお金がないからできるだけ安いところ
を探す。文化住宅なんかは安くていいと，これまで、は言っ
ていたんです。でも地震が起きてからあまり安いところ
は入らない方がいいんじゃないかなと言う話にもなって
います。入居したときは良かったと思うものですが。
次に，病院に一応連れて行ってもらったのですが，今
の病院というのは，病院だけでなくて社会的にいわゆる
合理化というのは進んでいまして，例えば病院には医薬
品の備蓄は一切ないのです。
例えば2～ 3日分の薬を置いてなくなったら注文をす
るということをやっていますが，今回のようにグシャツ
と潰れて，もう何千人も死んで何万人もケガした状況で
病院に行きますと，もう薬なんかは本当 2～3時間でな
くなります。ぞれで僕が行った時なんかはもう，既に痛
み止めの注射はなかったです。痛み止めの座薬があるか
らそれで我慢したということで座薬を入れてもらったん
ですけれども，後で聞いたらこの座薬も最後の 1個だ、っ
たと。それでもう入院患者の人たちの方が大変だ、ったよ
うで，外来なんかは畳の上とかにほとんど動かしたらい
けない状態の人たちが何人も寝ていました。その状況の
中で僕は幸い血とか出ていなくて，首を打っていただけ
なんで，取りあえず、帰って良いですよって簡単に言われ
たんですけれども，帰るところがないということで，そ
うしているうちにうちの奥さんが仕事から帰ってきまし
て，取りあえずどうしょうかなと言ったら，「大家さん
が言うには，近所の中学校にみんな避難しているみたい
だから行こう」かと。僕は普通なら歩けるけどやはり埋
もれていたショックで，自分で歩く力もなかったので，
嫁さんに引きずってもらいながら，車に乗って行きまし
た。車でしか行けなかったと思うんです。道もかなり亀
裂が入っていて，たとえ車いすを借りたとしても，もう
亀裂だらけだから車いす自体が走らない。
それで一応避難所と言われる近くの中学校の体育館に
行ってみました。見ると，中学校は丘の上に建っていま
して，校舎自体も斜面に建っているんです。上手いこと
造っているんですけど斜面の下にグラウンドを造って斜
面には観戦するスタンドを造ってその上に体育館を造っ
ている。パッと見た感じは工夫しています。
でも行ったらスタンドは大体1段30センチ以上はあり
ます。それが20段ほどあってそれを登っていかないと体
育館には行けない。僕は引きずってもらったら上がれる
けど，これがもし， 1人のお年寄りとか，車いすに乗っ
た方とかが行ったとしたら公の避難所と呼ばれていると
ころですら入れないという状況です。
あと他に避難所の出来事を何個か挙げますか， トイレ
の話をしようと思います。結構夕方まで僕はトイレを我
慢していたんです。動くのも大変だし，また階段を降り
ていかないとトイレはないしということで夕方になって
あまりにも我慢できなくなったんです。オシッコだ、った
ら，汚い話だけどそこら辺に隠れてすることかできるか
も知れないけど，ウンコはちょっとなと思い，取りあえ
ず自分1人で頑張ってトイレまで行きました。その時は
水道も止まっていましたから，トイレも臭いがすごくて，
そこは和式トイレで，何度か突っ張ってやったら頑張れ
るんですけれども，パッて入ったらもうてんこ盛りなん
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です。僕はそこですごい選択をしたんです。ここで、頑張っ
てやってもいいけど，万が一失敗して転けたとしたら救
いようがないなと思い，そこでできるならちょっとだけ
我慢しようと思いました。それで、避難所でのキーワード
というのはやはり，我慢しょうかなということだと思う
んです。トイレもそうですし，それから当日夕方にはちゃ
んと水を配ってくれる給水車が来たんです。嫁さんが
ジュースのベットボトルとかをどこからか持ってきて
「これに入れとこうか」と言っていたんですけど， 1台
が来た瞬間， 500メートルくらいの行列ができました。
どうせ1台に積んでいる水の量というのは限られてい
ますから，その行列は大体車3回来て3台目にやっと自
分の番になるかなというぐらいの長さで僕も寒い風が吹
いているところに立っていたわけですから，やはり元気
な人しか行っていませんよね。お年寄りとか，どうせ僕
らみたいな障害者とかはそういうことをさっきのトイレ
ではないですが，しょうがないからと，我慢しました。
水を飲んだらそれだけトイレも近くなるし，水はちょっ
とでも少なくしてとか，やっぱり自分にいろんな規制が
働いていました。避難所なんかでも人の足を踏んだら今
度は端っこにいょうかとか，入り口の近くにいょうかと
か，自分たちで規制が働いて必然的にそういう形を取っ
てしまったという状況です。よくこれもマスコミの批判
でないですけど震災を機に人は優しくなりましたとか，
きれい事を言ってますが，当日なんかひどいものです。
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確かに優しくなった人もいますけれども，ああいう緊急
時こそ人の本音が出ます。
どういうことかというと 2～ 3紹介しますけれども，
1つは同時に避難所に逃げてきた人というのは，家が無
くなった人ばかりじゃなかったんです。 1時間に何回も
余震が来てて自分の家もいつ壊れるかわからない。それ
だ、ったらもう避難所にいてちょっとみんなでいょうかと
いう人も来ています。そういう人は家から布団一式を
持っているんです。それから電気ポットも持ってきてい
る。それからカップ麺とかお菓子とか大抵の家は最近は
買いだめしていますので，それを持ってきて，水がきた
らポットで湯を沸かせる。それで片や僕らはもう全部埋
まってしまってパジャマ 1枚で来ていたわけです。毛布
もない状況でそういう両極端の人聞が同じエリアの中に
いるんです。いい匂いしながらラーメンのツルツルツル
という音も聞こえながら，布団をかぶっている人と，片
やこっちで「ええ匂いしているな，腹減ったな」と言い
ながら震えている人もいました。そこまでは許しましょ
つ。
夜中の 1時くらいになってやっとおにぎりが届きまし
た。でも人数分はありません。だから子どもとかが優先
です。ああ，いいことだなと思って。それで子どもが終
わりました。では次は大人の人食べて下さい。言った瞬
間にダーツと早い者勝ちです。僕は良い人ですから，ま
あいいやと取りあえず我慢しょうかと。この時も思った
んですけれども，横をふと振り返った時にさっきのラー
メン食べてた人がおにぎりにかぶりついていたんです。
なんでそんなことできるかなと僕は思ったんです。食べ
物の話だからちょっといやらしく聞こえるかも知れない
けど，でもこういう時だからこそ助け合いというのが出
てきて当たり前なんではないかなと。逆に自分たちが「私
たちさっき食べたからどうぞ」って言ってもいいのでは
と思いました。
それからこれもまたえげつないことなんですが，おに
ぎり競争というのがあって，うちの避難所は，中学校と
小学校はくっついていたんです。小学校の方は市役所側
から遠いのです。 Eの上にあってその下に中学校があっ
たんです。うちの避難所には 1時におにぎりが来たと言
いましたけれども，小学校にはなぜか知らないが10時の
時点でおにぎりが行っていた。よく話を聞いてみたとこ
ろ「何々小学校は市議会議員の誰々さんが一言言うたら
しいで、す」ということを，平気で、後援会の人が言ってい
たのです。それで、僕は耳を疑ったというか，何でこんな
時に票稼ぎとか，自分だけが良いように見てもらおうと
かということで動かなければいけないのか。ちょっと違
うだろうということを本当に感じています。これは日本
の終わりじゃないけれども，あまり期待できないんじゃ
ないかなと，地震直後は正直言って思いました。
それで、僕は2日目にはちょっと知り合いの家に服だけ
貸りに行ったのですが，そこは無事だ、ったから「あんた
行くところがないんだ、ったら体育館も住めないし，ここ
に居たら」ということで幸い知り合いの人の家に泊めて
もらっていたんですけれども，そうでないとあの悲惨な
避難所に行かなければいけなかったなと d思っています。
避難所の出来事というのはこれだけで，あとは避難所
に関わることは，まとめていきたいなと思います。次に，
僕たちの仲間も被災していまして，僕なんかはまだ自分
で動けますけれども，現在うちのメンバーにもいるので
すが，例えば頚椎を損傷して首から下が動かないのです
が，その人は自分で家を借りて介助者を使って自分1人
で住んで、ます。その人も地震から 2～3時間はベッドで
寝たきりだ、ったみたいです。ベッドに柵があってタンス
が倒れてきたけどその柵で止まったと。それも運が良
かった人なんですけれども，では近所の人はどうしたか
と言うことで，一応はそこに障害者が住んでいることは
わかっているみたいで，声は掛けてくれるんです。「大
丈夫？生きてる」とかつて「ああ，大丈夫」それで終わ
りだと言うのです。何でかというと，やっぱり日常的に
その障害者の存在は知ってでも，どういう生活をしてい
るのか，どういう体の状況なのかということまでは知ら
ない。そして知っているだけで介助をしたことないから，
どうやって抱えて良いかわからない。どうやって車いす
に乗せていいのかわからない。だから取りあえず生きて
いるかどうかを確認して後は見守るだけという状況だ、っ
た。うちのメンバーで2ケースほどあったんですけども，
そういうとこでもうちの健常者のスタッフが順番に回っ
て行って，それで回る順番も，より重度な人から回って
行ったわけなんですけど，スタッフが行って初めて脱出
したという状況です。その順番で行きましたが当然僕な
んかは最後の最後なんで，最後に来たところが一番被害
がひどかったという変な話なんですけれども。
それで、最近行政によってまちまちですけども 1人暮ら
しの障害者とか高齢者に対しては，緊急通報ベル・緊急
通報システムというそのものを使っていたんで、す。それ
で西宮にあった例をちょっと簡単に紹介します。ワッペ
ンではないけどボタンを首から下げたり，自分の使いや
すいところに置いています。それを押すと電話回線を通
して警備会社に電話が入るわけです。折り返し電話がか
かってきまして「どうされましたか」と言うのです。「お
腹が痛いんで、す」と言えば救急車を呼んでくれる。「火
が出ました」と言えば消防車を呼んでくれる。それで、「ず
うずうしい押し売りがきて困るんで、す」と言えばお巡り
さんがやって来てくれる。応答がなければその3つ全部
やってくれる。なおかつそれを使うためには近所に 2名
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の協力員の登録が必要です。だから合わせて2名の登録
もとってくるという素晴らしいシステムだと思うんです
けども，それが今回の地震では全く役にたたなかった。
どういうことかと言うと一応こっちから発信した信号
は警備会社に行ったみたいなんです。その後です。 NT 
Tが電話回線の規制をしていまして，全て公衆電話優先
にしてて一般家庭もしくは会社からの電話がかかりにく
い状況になっていたと。そうなった時に信号が行っても
警備会社から折り返しの電話がかからなかった。結局そ
ういうベルを押すよりも自分たちの仲間が飛んでいった
方が早かったという，これもまたおかしな話で電話が抜
本的なシステムの改正なり，緊急時の対応まで本当にシ
ステムの中に組み入れられていたのかどうかと言うこと
がやっぱり今後考えていかなきゃいけないと思います。
あともう 1つ，これもポイントなんですけれども，こ
の地震を機に家も潰れたし自立生活をしていた人がこと
ごとく生活が難しくなった状況の中で，やっぱり独りで
住んで、いる障害者とかよく言われるんです。「ほら，見
てみろ。いざとなったら5虫りでイ可にもできないではない
か，生きていたから良かったけど死んだらどうするんだ。
それだ、ったらいけないから親と住みなさい」とか 「施設
に入っていろ」とか，そういう方向にいきがちなんです
けれども，それはあんまりにも短絡的過ぎるのではない
か。それよりもいかに暮らしやすくする為にはどんなこ
と考えていったらいいのかな，どんな協力をしていけば
いいのかなということ。やっぱり前向きに考えるまちも
できてきます。それからまちができてそして新しい人間
関係もできてきます。どうしたらお互いが住み良くでき
るかということを考える良いきっかけに地震はなったん
じゃないかなと思います。だから潰れて助けたもらった
障害者は自分で必死になって，地震後2週間で新しいア
パートを捜して，もう 2週間後にはそこに入って生活を
始めたという事例があります。彼の言ったことはせっか
く自分でl人暮らしを始めたんだから地震なんかじゃ終
わらせたくない。死にたくないし，俺は施設が嫌で出て
きたから施設なんかに帰りたくないと言ってました。本
当に印象的な話でした。
やっと本題のまちづくりという部分に入っていこうと
思うんですけれども，僕が考えるポイントを何点か挙げ
た中のlつ，学校のことを考えてみましょう。皆さん御
存知のように学校は教育の場である。これは誰もが知っ
てます。それから選挙の時は必ず学校公民館などが投票
所になる。それからもうひとつ例えば僕が子どもを作っ
て大き くなったらその子は学校に行きます。父兄参観と
か父親参観かあります。そういう時，やはり障害者でも
行くわけです。さらに今回の地震でみんなわかったよう
に災害があった時には避難所になる。なぜ学校が避難所
北方圏生活福祉研究所年報第2巻 1996 
になってたのにも関わらず，障害者とかお年寄りがそこ
で生活できなかったのか。やはり一般市民の中に障害
者・高齢者は入れていなかったんじゃないか。良い ・悪
いは別にしても，その意識がないゆえに生活できないと
いうのはすごく寂しいことです。教育ーっとっても日本
はまだ分離教育というか，縦割り教育というか，障害者
は障害者，健常者は健常者。と，分けて教育しています。
だから障害を持っている者が普通校に行こうと思った時
には設備がどうとか，ついていけるかとか，なんか時代
遅れみたいなことばかり言って結局入れない。
話はちょっと飛びますけれども，数年前に国連が障害
者を機会均等に関する基準規則というのを裁決しまし
た。しかしながらその国連の裁決した基準規則は未だに
日本は批准していません。その中にも教育という項目の
中に，障害者の教育は基本的には登校の場で行うべきで
あるという一文がハッキリと明確に書かれているわけで
す。それから見ても学校とは言え，と守んな人聞が使って
もおかしくないという前提の基に，今後学校も造ってい
かなければいけません。今の日本の状況では障害者が普
通校に入ってトイレつけました。ゃれスロープつけまし
た。言ってますけどもあくまでもそれは僕たちから見た
り，聞いたりする中でははっきり言って恩きせがましい
です。してあげてるんだとか，またつけたことによって
自慢する人もいるわけです。けれどもそれは違うなと思
うんです。では機会均等というのはなんだと言う話を結
論に入る前に一言言っておきます。その人が持っている
能力を最大限に発揮できるような環境を作って初めて機
会均等と呼ばれるのです。
例えば大学入試をする時にうちは差別しません。みん
な平等に試験を受けてもらって平等に審査しますよ。だ
から試験どうぞ受けて下さいという学校がありました。
そこに視覚障害を持った人か行きました。うちは平等で
すから何も配慮しませんと言って，印刷の文字で「はい，
試験を受けて下さい」と言われでもそれはもう平等で、は
ないわけです。その人が持っている能力というのはその
時点では発揮できないんです。それを点字の問題に変え
ることによって初めて同じスタートラインに立つわけで、
すから，それでやっと機会均等と呼ばれる社会じゃない
かなと思うんですけど，そこら辺の平等感というのが今
の社会には欠けているのではないかなと思います。
JI買々にいきますけど，次は住宅を考えていきます。ま
ずポイントが2点ほどあるんですけれども，賃貸住宅の
場合からいきます。これは都市部にすごく多い問題なん
ですけれど，例えば1人暮らしの障害者とか高齢者が家
を借りようと思ったら，簡単には借りられません。僕の
知っている人でも結局不動産屋さんに掛けた電話が200
件。そのうち探そうかなと言ってくれたのが30件。その
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うち積極的に探して物件を見せてくれたのが15件。そこ
からしでもすごく大変なことです。それで、結局は不動産
屋さんは真面目に探してくれているんですけれども，持
ち主や，大家さんがなかなか「うん」と言わない。表向
きは障害者だからとは言いません。なかには，「障害者
お断り」とか。でも実際はなんかあったらどうするんだ。
火が出たらどうするんだ。改造してもらったら困るとか，
車いすで傷つけられたら困るとか。勝手な障害者のイ
メージを持っている故に出てくる問題ばかりです。でも
例えば「うちは使いにくいんですよ」という所でも，よ
く見ると入り口に一段の段差しかない。それでも言うわ
けです。こっちとそっちに板1枚置くだけで使える，そ
れだったら金もそんなにいらないし，使えるのにどうし
ていけないのかという事なんです。さっき中央パスさん
のお話の中で後ろの方がおっしゃってましたけれど，
ちょっとした工夫でその使える範囲がすごく広がるんで
す。金も掛けずに。ただなぜそういうことができないか
というと，本当の平等に機会均等というものの考え方が，
ちゃんと行き渡っていないからじゃないかと思うんで
す。
そしてこれは僕たちの責任でもあり，行政の責任でも
あるのです。障害者は何にもできないわけじゃなくて，
ちょっとした工夫でできたり，例えば介助者がいること
によって生活も可能なんですということを，ちゃんと啓
発していくということが重要なのです。それから最近，
地震関連では，復興住宅等を建てる時に行政がお金を補
助するという仕組みができているんです。これと同じよ
うに障害者が借りる時にも，何らかの補償をしてもらい，
その上で一定に貸し主が安心できるような制度ができ
る。これも一つの案です。
それから公営住宅の場合の話なんですけれども，最近
西宮市でも言っていることは取りあえず全てのつくる住
宅に関してはバリアフリーにします。段差は一切作りま
せん。それで当然お風自には手すりを標準でつけますと
言ってくれています。
ただ車いす対応といって，ちゃんといろんな設備がい
るところに関しては， l戸棟に大j本1っか2つできる予
定ですけども，その時も一方的に障害者の車いす住宅は
こんなもんのだろうということで，もうボンボンボンと
台所作って風呂作ってトイレ作って，というわけです。
それでできた時点で、入って下さい。募集します。それで、
当たった人が入ります。それで、入ってみたら使い難い。
そして使い難いという箇所がいっぱい出てくるわけで
す。やはりそこには何が欠けているかというと，本当に
必要な人に必要なものを付けるということができていな
いからです。だからこそ入居を決めるのだ、ったら，建築
する時点で募集をかけて， それで入る人が決まった時点
で設計に入る。予算的に難しいかも知れないけれども，
そこまでやって初めて良いものができるんじゃないかな
と思います。形だけやっておけばそれでいいという時代
はもう終わったと思うんです。やはりこれからは， 障害
者も含めて市民が生活の質を問う時代に来てるんじゃな
いかなと，思っています。
次に移動交通の事を考えたいと思います。地震では交
通機関が全部ストップしました。特に鉄道というのは悲
惨なものでした。ニュースを見てたらパスは走りました
ので 「これまで駅まで歩いて次の駅まで、行ってたから助
かりました」と言う声を皆さん方も聞いていたと思うん
です。でも実際パスにしても日常的に車いすの方は使え
ない状況の中で，別にパスが走ったからと言って障害者
の人たちは喜びませんでした。やはり市民の頭から抜け
ているんです。障害者・高齢者というのは。
あくまでもパスは会社に行く人達のためのパス。それ
も会社に行くために鉄道などを使っている人達のための
パスでしかなかった。例えばこの前問題になっていたの
は， JRやリフトバストが上底用のパスを持っていな
かったにしても，パスに乗った時の時点で、持っている会
社に要請することもできたのです。ちょっとこういうこ
とで電車が止まって大変だから何台か貸してく れます
か。そしてそういうことをしましたかという問い合わせ
をしたところ，「いや抜けていました。」はっきりとおっ
しゃいました。やはりまだそういう段階なんです。これ
まで、言ってきたのは鉄道はとにかく自由乗降が可能にで
きること。今もなおエレベーターに鍵がついていたりし
ますが，私たちが住んでいる西宮には阪急という鉄道が
あります。そこのエレベーターは誰が乗っても良いし，
改札からホームまで付き添いなしで自由に行けますが，
それが当然です。
それからさっきパスの話をしていたと思いますが，僕
たちはよくよ く考えて当然，単純に車いすがパスに乗る
ためにはリフトが良いんです。ただそれだけを追究して
いくと，さっき言っていたようにお客さんは他にもいま
すから，何かずうずうしいなとか，早く行けとか言う人
もいるわけです。そこでやっぱり僕たちも接点ではない
けれど，どうやったらうまくいくのかということを，も
う一度考え直さなければいけないのではないか。
先程，超低床式の話がでましたけど，ステップがl段，
2段あるタイプです。大阪に名前は同じですけど中央交
通があるんですけど，そこが昨年， ドイツの超低床パス
というのを購入して現在試験的にやっているんですけ
ど，中のステップはなしです。僕は見せても らったんで
すが路面からワンステップのところまでが25センチくら
い。しかもそこから簡単なスロープみたいなものが
ひゅっと出てくる。それがどんどんすぐ乗れる状況。そ
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れは車いすだけでなくてお年寄りの方にも，良いんだと
いうことなんです。ただ技術的に神戸でも坂道が多いの
で車体が低い分，坂を上ろうとしたりするとお腹をする
わけです。当然その辺の技術改良はしていかなければい
けないと思うんですけれど，そういうのもどんどん有効
的にいれていけるんじゃないかなと言うのが1つです。
それから僕が聞いた範囲では，パス会社は10年に一度
買換えをされるそうです。今すぐ全て入れてと言うのも
無茶な話ですが，例えば買換えの時の何%かを，これを
入れていくとか，ぞの際に行政の方で助成金がいくらか
出るとか，様々なものが出るんだけど，それをどう利用
するかということも考えないといけない。それからパス
とか電車は公共交通機関です。やはり重度になるとバス
停にも行きにくいという人も出てくるわけです。そうい
う人に関しては，北欧とかで言われている，スペシャル
トランスポートということも考えていかなければいけな
いと思います。先程も出ましたが，タクシーもすごく高
いです。信じられないぐらい。でも自分たちはその手段
しかないわけです。でも本当に皆さんと考えた時にタク
シーを使わなくても済むという人もたくさんいるわけで
す。
その中で収入にも限りがあるので，タクシーも控えよ
うかなとか思いながら街に出ていこうとする。やはりそ
こら辺に矛盾が出てきます。それなら自分の生活もあり
ますから，今月は5回もタクシーに乗ったからやめとこ
かなという発想になりがちですけど，ぞこでスペシャル
トランスポートって無料でとは言いません。少なくとも
パス賃とか公共交通機関と同じ値段で，そういう玄関か
ら玄関へのサービスというのも今後考えていかなきゃい
けないと思います。あと，福祉のまちづくり条例という
ことを挙げているんですけれども，これは次回，兵庫県
のまちづくり条例をつくった方が来られてお話しされる
ので深くは言いませんが，ただこれをつくる際にやっぱ
り福祉なんですよ。その人にやさしいとか，思いやりが
あるとか，暖昧な表現での条例でしかない。確かに人に
やさしいというのは良いことだし，日本人，世界中の人
全てにやさしいのに越したことはないけど，人それぞれ
性格があり，考え方があって，その中で人にやさしいと
いう陵味な表現だけで条例をつくっていくのは，すこし
問題があるのではないか。生活する権利は街に出る権利，
それから移動する権利があるんだということです。ちゃ
んと条例で明確にしておけば最終的に細かな部分は後で
ついてくると思うんです。そうしないといつまでたって
も福祉的な対策でしかない。法的な対策でしかない。言
いかえれば障害者・高齢者のためだけのものでしかない
わけです。別にまちづくり条例というのは障害者・高齢
者だけのものではないはずです。広く市民の方のものの
北方園生活福祉研究所年報第2巻 1996
条例のはずです。だからその辺の履き違いを変えていか
なければいけない。何回も言っていますけれど，っくりっ
ぱなしではいけないのです。
障害保険も条例ができて 3, 4年経ちますけれども，
たまに学校に行って「条例あるのを知ってますか？」と
聞くとシーンとするのです。やっぱり知らないのです。
長日っている人聞はと言うと障害者でいろんな活動をやっ
ている人と行政の人と建築家の人，それぐらいなのです。
やっぱりみんなの共有財産にしていくためにはちゃんと
した啓発活動をやって行かなきゃいけないということで
す。
何度も言っておりますけれども，本当の平等を考え直
さなければいけないのかなと思います。地震直後，例え
ば今僕は仮設住宅に入っています。仮設も住み心地良い
わけじゃないですけれども，とりあえず雨風しのげて生
活できています。ただそれを決める際にも形だけは高齢
者・障害者を優先します。それで募集をかけてやってし
まって一般市民の方の中から「何で障害者・高齢者だけ
が優先されるんだ。みんな同じように被災しているんで
はないか」と言う苦情がかなり出ました。そういう時で
も行政自身，ちゃんとしたスタンスを持っていないから
説明することができない。それはすごく悲しいです。やっ
ぱり施策をする以上は，ちゃんと行政が責任を持って一
般市民に，こういう理由で，こういう施策をしましたと
いうことを一言でも言えば，そういう問題も減ってくる
んじゃないかなと思うんです。だからどれもこれもっく
りっぱなし，やりっぱなし。当事者に任せっぱなしとい
うのもあるからおかしくなっていく。やはりそのあたり
のことをもう一度考え直さなければいけないかなと思う
んです。言い足りないこととか色々あるのでまた質問な
どでお答えしていきたいと思います。本当に今日はあり
カfとうございました。
（司会）
どうもありがとうございます。
大学で教育をしている人間としてもいろいろ考えさせ
られるところがたくさんありました。私の話はまた後で
一番最後の方にちょっと話しますが，今，質問用紙が全
部で7枚こちらに戻ってきております。まず震災のこと
についての話，それと学校教育・家庭教育。そういった
中での考え方。それが重要だということと，あと今まで
は障害者と言いますと，スロープを付けたりという単純
なことが書かれているというのが多いとの指摘。そのあ
たりの抜本的な対策はないのかという内容と，それから
同じく環境整備です。外出をすることに我慢をしないよ
うなそういったものができないんだろうかとか，あとま
ちづくり条例の中でいろいろ実際に実施された例，ある
?????
第2回北海道福祉のまちづくりセミナー
いは補助金とか役立つたと思われる条例そういったこと
についてお話を伺いたいとの内容になっています。
震災・教育・環境整備・まちづくりとこの4つに分か
れてきますので，そのあたりちょっと玉木さんに見てい
ただいて，話をしていただきたいと思います。
まず，最初に避難所の情報と種類。どんな種類と手段，
どういう状況だ、ったか。特に聴力障害の方，中途失聴者
の情報。そういったあたりではどうだ、ったのか，それか
ら避難所に定期的に回覧されたそういう通信はあったの
かどうか。情報は適正・正確だ、ったのか，というような
ことです。
（玉木さん）
まずお答えですけども，僕は肢体不自由なんでどうし
ても僕らの話を中心にしてしまうのですけれども，僕は
避難所に 1日， 2日足らずしかいなかったので実際には
どうされていたかというのは知りませんが，僕が聞いた
情報をお伝えしようと思います。まず聴覚障害者の方に
対しての情報伝達というのは一番遅れてたというのは事
実です。 1つは安否確認です。安否確認で遅れていたの
は，聴覚障害者と知的障害の方だったと聞いています。
それと情報に関しては後々に避難者ごとにニュースを出
したりしていたところもありますが，ほとんどのところ
は，もう口伝えだから，例えば聴力障害者の人がいたと
しても 1人ではもうまるっきり情報ははぶれていた状
態。ただ家族が一緒にいたり，知り合いが一緒にいたり
した時に関しては辛うじて情報が入っていました。
それから後に民間のボランテイア団体なり障害者団体
たちが避難所を回って困っている方はいませんかという
調査に入りました。その時点で通訳が欲しいとかいうこ
とをおっしゃった方がいた所に関しては，ボランティア
で手話通訳が入ったということです。それからシステム
的に行きますと例えば公衆FA Xがあったんで、すけれど
も，あくまでも公衆FA Xは発信のみだったんで、す。情
報をFA Xで受けることができなかったと聞いていま
す。 NT Tが一応置いたみたいなんですけれども，発信
のみにした理由としては，紙を使っていますので管理が
難しい。紙がなくなった時点で補給するのが大変だとい
うことだけで発信だけでしかなかったようです。それは
今後改善していく必要があると思うし，いろんな団体も
申し入れしています。一応こんなところで結構ですか。
（司会）
それからまちづくり条例の中で補助金の例とか，役
立ったと思われるこれまでの条例とかという話をしてい
ただきたいと思います。
（玉木さん）
際立つて役に立ってるのではないかなというのは駅に
エレベーターを付ける際に補助金が1/3行政から出る
ことになってまして，尼崎という駅があるんですけれど
も，そこが新宿になる前後に併せて条例もできて勢いつ
いていたので，障害者団体も付けようと運動を始めて，
条例の方も助成金出しますよということを強く言ってい
たので，尼崎の駅はしっかりとエレベーターは付いたの
ですけども，さっきの障害者の話の中で車いすだけが障
害者と思われがちというのですが，実際問題そういう事
例もあります。
例えば尼崎の駅はきれいになって，エレベーターもつ
いて車いすは使いやすくなりましたが，建築の方が来ら
れたらよくわかると思いますけど，最近おしゃれな所へ
行くと，床なんかはつるつるの石というか墓石みたいな
石を大抵は敷くんです。条例もそうなんですけれど，何
かをつくる時には必ず，どんな当事者の意見も聞くとい
う申し入れをしているにも関わらず，やっぱりそのあた
りが抜け落ちてしまって，できてみるとそのつるつるの
床なのです。雨が降ると濡れてしまって，例えば僕みた
いな歩きにくい障害者とか，杖をついた障害者にとって
は滑りやすくなっている。お年寄りとか妊婦さんには危
ないのはわかっているはずなのに，見栄えだけが先走り
してしまっている。いくら条例ができたとしても，でき
たらできっぱなしという状況が行政だけでもいけない
し，当事者としてもいけないと思うんです。できたらで
きたなりに，その条例をいかに有効に使っていくかをこ
ちらから働きかけていかなければいけないと思います。
だからそういう時こそ新しくできる所に関しては，必ず
当事者の意見を聞いて，それでこれがくせ者ですけど，
意見を参考にさせてもらいます。参考にしても実際でき
たものが悪かったらそれは参考にしてないんで、す。その
あたりの判断を，いかに当事者を含めた市民がそれは間
違っているときっちりと言えるかどうか。言えるような
仕組みになっているかどうかというのが非常に大きな問
題だと思うんです。
（司会）
ありがとうございます。
今のお話，本当に耳の痛いお話だと思います。それに
関して同じような内容で質問がされております。
一般的に障害者というと車いすの使用しかイメージが
ないようです。だから障害者のための設備，すなわちス
ロープしか考えられていないのです。ところが健常者と
車いす使用者の聞には，松葉杖やステッキにすがって歩
く方もおります。屋外，屋内を問わず濡れても滑りにく
い材質を使って作っていただきたいと。そして老人に
? ???
とっても妊婦にとっても安全な対策ではないだろうかと
いうようなお話です。
それから今と同じような住宅設備，交通機関などは改
善されてきてはいるとは思いますが，健常者の方はほと
んど認知していなかったり，正しい目的を理解していな
い人が多いと思います。実際に障害者配慮になっている
んだけど，どうしてそれが健常者の方にはあまりわから
ないのかなというお話だと思うのです。老人 ・障害者問
題で環境整備されれば外へ出ていくのか，外へ出たいと
いう声がないから環境整備がされないのか。外へ出てい
く我慢をしないという文化，精神をつくることは目に見
えないけどとても大事なことである。そういう風潮の
人々をつくっていけるでしょうか。どうでしょうか。
（玉木さん）
それはニワトリが先かタマゴが先かという問題と同じ
ようなことだと思うんですけれども，やっぱり両方必要
なんです。ハードも整えていかなければいけないし，ソ
フトな面も当然当事者側の意識です。当事者側もしっか
りと自分たちが生活していくのだ，生きていくのだとい
う意識を持っかどうかです。それを行動に起こすかどう
かというのもまた人それぞれのやり方がありますが，
やっぱり自分の中での意識というのは，非常に大事かな
と思いました。その中でやっぱり僕か最近すごく感じて
いるのは，教育の大切さ，障害者もそうですし，それか
ら健常者もそうですが，社会に出て初めて障害者問題に
接する人もいれば，全く知らないまま死んで、しまう人も
いて，それは何でかなと考えてみるとやっぱり小さい時
からの教育手段というか，教育システムにやっぱり問題
があるのではないか。本当にきちんとした登校教育の基
でやっていく必要があるのではないかと。勉強だけでな
く一緒に過ごすこと，時間の共有とか場の共有を僕は
言っているのです。同じ場所で同じ時間を過ごすことに
よって，お互いの生活スタイルは見えてくるのだと思う
のです。それがあまりにもなさ過ぎた状態の中でやれ福
祉政策だ。まちづくり条例だと言っても本当に良いもの
はできないのではないかなと思うのです。
だからそのあたりの教育のあり方。障害者の心理的な
「しょうがないか」と思っているような部分でも，やっ
ぱり養護学校における教育というのは，本当に大丈夫な
のかなと思うのです。未だに僕がいた養護学校でもそう
ですけれども，一般の健常者に近づけ，追いこせという
ような思想の基で教育化されている。「あんたそれで社
会に出てやっていけるの？みんなと同じような仕事がで
きるの？」そういうことを平気で言ってしまう。でも実
際問題はその人の機能とか能力とか適性とか考えた時に
今の学校ではできないこともたくさんあるわけです。そ
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れをきちんと先生の役割としてそれを伝える義務もあ
る。その上で，ではどうやったらあなたにとって良い生
活ができるのか。よりいい人生が送れるのかということ
を，きっちりと教えてもらえるのが本来の養護学校のあ
り方なのかなと自分なりに思っています。なおかっそう
いう養護学校という狭い空間の中でのことだから，どう
しても広がりがないのかなと思っています。だからその
あたりの問題をもう少し論議していかなければと思いま
す。
（司会）
あとは私の方から少しお話をしたいと思います。 1つ
はこれまでの福祉のまちづくりとか，こういう福祉環境
の整備というのは，はっきり言って建設省が積極的に
やっていたとは考えられないのです。いつも 2番手， 3
番手にくっ付いていて，そこで、頑張ってやっていたのが
厚生省であったり，あるいは住宅づくりなんかでいきま
すと通産省であったりするわけです。ょうやく平成6年
6月に建設省が生活福祉空間づくり大綱をつくりまし
た。これは建設省みずからが生活福祉空間づくりという
言葉をつくったのです。これからの住宅や社会資本すな
わちこういった建物も民間の建物も，それから公園・ダ
ム・道路等，みんなが使いやすい，障害者の方も高齢者
の方もみんなが使いやすい，そういったものをこれから
つくっていきましょう。そういう内容が生活福祉空間づ
くり大綱に書かれているわけです。併せてハートビル法
という法律もっくりました。人にやさしいまちづくりと
いうことで平成6年9月28日から施行されているんです
が，実際に高齢者・身体障害者等が日常生活で円滑に利
用できる特定建築物の建築の促進に関する法律という長
い法律なんですが，これを通称ハートビル法という法律
名で、言っております。多分皆さんあまり知らないんじゃ
ないでしょうか。役場の人たちでもあまり知らないので
す。でもこういう法律というのは実際に役場で審査する
ようになるわけです。
実際にいろいろ展開がされているのです。ハートピル
法の法律で造られた建物というのは，旭川にダイエーさ
んがありますし，北見の方にもあります。何軒かできて
きているのです。これは民間の建物も全て含まれるので
す。条件等はいろいろありますけれども，基本的にはや
はり建設省が考えているのは全ての建物です。住宅につ
いても人にやさしい考え方が重要です。そして生活福祉
空間づくりをしようという考えになっているのです。し
かしこれが実際どうなるんでしょうか。法律はできた。
でもそれで厳しく規制されるような法律でもなさそうだ
なというのが現実なんです。そこで大事なのがこれから
の地方の自治体です。地方の自治体がいかにアイデイア
っ?? ，?
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をしっかり出していくか，みんなで福祉のまちづくりを
進めていくかというのが大事なポイントだと私は思って
いるんです。特に今，今度の国会でかかってくるでしょ
う。住宅金融公庫の融資の中に，これまでは三段階でこ
れは面積的な大きさによっていろんな金利をつけており
ましたけれども，これからは高齢者配慮をすることに
よって最低の金利にしょうかと，あるいはもう少し質の
高い内容の住宅，そういったものを整備することによっ
て一番安い低利の金利で貸し付けをしょうかとそういう
予算を通過させるところに来ていると思います。
ただし残念なことには全てがそういう高齢者配慮にな
るかというとそうでもなさそうなんです。それも中途半
端なところがありまして，内容にしても前回相良さんが
ちょっと喋られておりましたけれども，例えばお風呂場
にしても段差があるんです。それから玄関も段差がある
んです。後でまた直さなければいけないということなの
に，実際問題として起こっているわけです。それならば
最初から段差無し，建物の中は全て段差無しならいいの
ですが，残念ながら住宅金融公庫の融資で建造されてい
るのは，長寿社会対応住宅設計新というものなんです。
その中ではやはり玄関の段差とお風日場の段差，それか
らもう 1つ言いますと，介助用の車いすが通過できるこ
とを考えているんです。ですから，そのあたりが今一つ
もう一歩踏み込んでやればできることなんだと思いま
す。残念なことにそこまででとどまっているというのが
現状です。そこから一歩踏み出すためにはどうしたらい
いかというと，やはり地方自治体が特に市町村， 「オラ
がまちではこうするぞ。ああするぞ」とそういう展開を
是非皆さんの意見をたくさん入れながら，そしてまちづ
くりを進めるというのが，私はこれからの高齢化社会に
は大事なポイントではないかなというふうに思ってま
す。
もう一つ災害と福祉環境整備という内容でつい先日レ
ポートを書きました。その内容を紹介しますと，日常的
にも災害時でも，やはり全ての人の参加による全ての人
のための平等な社会づくりが一番大事なことだと言うこ
とです。ですから途中でもお話ししましたが，ユニバー
サルデザインというのはみんなが使えるものなのです。
今までの建物を考えてみますと玄関に段差がある。これ
は公共建築物もそうですけれども，そうすると車いすの
人がいるからあそこにスロ｝プをつけましょうか，とい
う発想が出てくるです。後でスロープをつけましょうか
という設計の考え方なんです。それでは駄目なんです。
最初から段差なしで平らであればこれはお金もかからな
いのです。実際にそういう建物がもうあちらこちらにで
きてきていました。スーパーマーケットでハートビル法
をとっているダイエーさんも，やはり玄関は当然段差が
ないことによってカート，荷物の出し入れもできますし，
乳母車も使える，それから車いすの方も使える。
そして車いす用のトイレをつける。そしてその車いす
j簡単1維のまちづくリ研窓｛；~ナー
?
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用のトイレの中には赤ちゃん用のおむつを交換するス
ペースも持っている。あるいはベビーチェアーも置いて
あるよと。できれば私はそこに男の子用の小便器を置い
てあげると，そこでゆっくり脱がしてお父さんもお母さ
んもそこがみんなで使えるスペースになるのではない
か。ある地方自治体に行って役場をつくる時にひ、っくり
したのは，わが町には車いすの人はまちに出てきていな
いから要らないんだということを福祉担当者が言ったの
です。私はび、っくりしまして，あなた，車いすになった
らどうするんですかという話になって，それで、最後は理
解をしてくれましたけれども，やはりいろいろ体験をし
て実際に見てそれで、わかるんだなと思います。是非皆さ
んも車いすに一度乗ってみて下さい。昔つくっていた建
物というのは，スロープが1/8勾配なのです。今1/12 
勾配というふうに言っています。それが1/15, 1 /20。
一番良いのは平らなんです。段差がないというのが一番
良い。そしていろんな配慮がそこですることによってみ
んなが使えるというような考え，これがユニバーサルデ
ザインです。
北方園生活福祉研究所年報第2巻 1996 
最後にもう一言，玉木さんへ。今日は大変勉強になり
ました。震災体験を間近にしたお話で病院の薬品のお話，
避難所での障害者・高齢者の生活のお話，これからの災
害対策に役立てて行きたいと思います。公営住宅等で建
てる施設についても設計する時には，企画をする時当事
者の意見を聞く場を設けて進めていただきたいと考え，
行政と対処しているところです。今日のことは大変参考
になりました。今回のテーマは来年度にどんどんつなげ
ていきたいと思っております。特に福祉のまちづくり条
例，道も札幌市も当然つくっていくでしょう。そのあた
りでどういうものがいしミかということをやはり皆さんで
いろいろ討議をしながら，本当に実際に役立つものとい
いましょうか，先程からつくったけれども，やりっぱな
しでそれが効果的に現れないというのがわりと現実で
す。そのあたり来年度ぐらいにこういう福祉のまちづく
り条例に関する勉強会を皆さんと一緒に聞いていきたい
なというふう に考えております。
今日ここにおいで下さった玉木さんに最後大きな拍手
をして終わりたいなと思っております。
Gentle environmental arrangements in town of Hokkaido districts 
Katsuyuki. Satoh. M. Eng .Hokkaido Women’s College 
Abstract 
It is reported that seminar about gentle environmental arrangements in towns of Hokkaido districts for 
the elderly and the handicapped be able to make living comfortably from the view point the 
bus-transportation and their self independence. 
Key words: gentle environmental arrangement of town. bus-transportation. self-dependency of the elderly 
and the handicapped 
? ?
?
?，
